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　近年，情報と価値観に基づく意思決定の重要性が増し
ている．しかし，保健医療に関する情報は専門性の高さ
から，情報を収集し，その情報を理解することは難しい．
また，自分の価値観を明確にして意思決定をすることも
多くの人が難しいと感じている現状がある．意思決定ガ
イド，ディシジョンエイドは，利用可能な選択肢を提示
し，それぞれの選択肢のメリット・デメリットに関する
エビデンスを整理するとともに，意思決定をする本人の
価値観を明確にすることを助けるツールである．ディシ
ジョンエイドは欧米諸国を中心に開発されており，日本
でも徐々に開発が進んでいる．本シンポジウムでは日本
国内においてこれまでにディシジョンエイドを開発し，
臨床，現場で活用してきている4人の演者から，開発の
過程や活用の状況が報告された．
　一人目の登壇者の青木頼子氏（富山大学）からは「脳
卒中で入院した高齢者の「退院先を考えるガイドブッ
ク」」として，試作版の開発からガイドの内容妥当性の評
価・修正のプロセスについて報告があった．続く二人目
の登壇者の青木裕見氏（聖路加国際大学）からは「大人
の ADHD の治療選択のためのガイド」として，ニーズ
調査からフィールドテストの結果までの報告があった．
三人目の登壇者の江藤亜矢子氏（小山嵩夫クリニック）
は「ホルモン補充療法を行うかを決めるためのガイド」
として，ガイドの開発過程，ガイドの内容，作成後の普
及に向けた活動について報告された．最後の登壇者であ
る藤田美保氏（昭和大学横浜市北部病院）からは，「“プ
ラセボ対照ランダム化二重盲検比較デザイン”の治験参
加を検討する患者さんのための意思決定ガイド」として，

治験における共同意思決定（shared decision making；
SDM）の重要性，ガイドの紹介および，ガイドの治験実
施時の実施可能性についての調査結果が報告された．
　シンポジストからの報告後，開発過程における困難や
開発後の更新，普及に向けての戦略などについてディス
カッションが行われた．
　ディシジョンエイドの活用方法のひとつに，知識提供
がある．また，対象者の知識が向上した結果，対象者が
自分の価値観を医療者に伝えやすくなり，話し合いが促
進される効果もある（Stacey et al., 2017）．言い換えれ
ば，SDM を促進させる目的にもディシジョンエイドを
活用することができる．
　国内で開発されているディシジョンエイドはまだわず
かであるが，今後も患者の価値観やニーズにあったディ
シジョンエイドの開発が求められる．また，開発される
だけでなく，実際に活用され，普及し多くの対象者の意
思決定が支援されるように，実装の結果を明らかにして
いくことが重要である．臨床や現場において，対象者の
意思決定を支援する場面は多いが，対象者を支援できる
医療者を育成することは課題のひとつである．また，対
象者を支援する医療者は多職種であることを考えると，
医療チームでのディシジョンエイド開発や活用を進めて
いくことも重要である．
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